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1．2012年度 センター試験　物理Ⅰ

（1）総括

　大問数は4題のままで，2011年度よりマーク数

は2個減少して22個になった。計算量は2011年度

より増加したが，総じて素直な問題で受験生には取

り組みやすかったと思われる。実際に，大学入試セ

ンター発表の平均点は68.03点で2011年度

（64.08点）に比べてほぼ4点増となった。

（2）設問別分析

第1問（小問集合）

　計算は迅速に！

　計算せずに解答できるのは問2（円電流のつくる

磁力線，啓林館「物理Ⅰ改訂版」p.27 図27）と問

4（屈折の法則，啓林館「物理Ⅰ改訂版」p.207 図

24）だけである。

　問3は運動方程式を解いて加速度を求めて時間を

計算しなくてはいけない。
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　問5はつりあう3力は三角形をつくることを知っ

ていれば作図で簡単に解答できる。水平方向と鉛直

方向のつりあい式で処理すると意外と手間取る。問

6は典型的な熱量の保存（啓林館「物理Ⅰ改訂版」

p.153 例題1，「物理基礎」p.124 問5）。いずれも

計算は手早く遂行できるようにしたい。

第2問（生活と電気）

　いずれも基本を押さえた良問！

　問1はフレミングの左手の法則，問2は，コイル

に流れる誘導電流の向きを問うている。問2が正解

であれば，レンツの法則を正しく理解している。

　問3は抵抗の並列接続の基本問題。問4は抵抗が

無視できる銅線との並列接続。問4ができれば電流

回路におけるオームの法則をよく理解しているとい

える。

第3問（波動）

　一工夫された基本問題！

　円筒状のスクリーンの場合，x 軸上の明線の位置

が正しく等間隔になることに注意。

　赤色と青色の光の波長の大小関係を知らなくては

問2は解答できないが，光の色と波長の相関は光の

スペクトルとして物理Ⅰでは常識であろう（啓林館

「物理Ⅰ改訂版」p.239 図7）。

　開管と閉管の気柱共鳴の問3は，それぞれの基本

振動と倍振動の関係（啓林館「物理Ⅰ改訂版」

p.223 図13，「物理基礎」p.175 図22）を正しく

理解しておかないと混乱する。開管と閉管の違いは

徹底して覚えておく必要がある。問4は問3の開管

でできる基本振動の波長と同じになることが分かれ

ば即答できる。

出題例5

出題例6

出題例4



第4問（運動とエネルギー）

　運動に関しては洞察力が必要，気体の法則は基

本！

　問1の鉛直ばね振り子の力学的エネルギー保存の

法則は，座標軸の向きに惑わされることなく，正確

に適用できるようにしたい。

　問2が正解できれば，加速度と力の関係は定着し

ているといえる。問3はシンプルな力学的エネル

ギーの保存。問4，問5はエネルギ ーと仕事の関係

が問われている。問5は本年のセンター試験で唯一

の二次・私大的な問題といえる。

　問6は等温変化にともなうボイルの法則，問7は

等温変化と定積変化における熱力学第1法則，どち

らも教科書の問レベルの基本といえる。この程度で

失点することがないようにしたい。

（3）学習対策

　特に新しい公式や法則が出てくるわけではないの

で，公式や法則を正確に覚えるだけでなく，教科書

を精読して公式や法則を説明する現象や事例をでき

るだけ知っておくことが大事である。教科書に掲載

されている「やってみよう」「参考」「話題」「発展」

などを見ておくことも必要である。特に，渦電流に

関連した誘導モーターの原理（啓林館「物理Ⅰ改訂

版」p.33），組み合わせレンズの例として，顕微鏡

や望遠鏡（ガリレイ型，ケプラー型）の原理（啓林

館「物理Ⅰ改訂版」p.250 参考），ジャッキを用い

た仕事の原理（啓林館「物理Ⅰ改訂版」p.131 話題，

「物理基礎」p.82参考）などは必ず見ておきたい。

できれば実験や探究活動などを実施したいが，それ

らを実施できる時間の余裕がない場合は，それらの

内容や結果・考察などをプリント配布してそれらの

意義を紙上で理解させるという手段が考えられる。

さらに，いろいろな分野の問題を60分で片付ける

ためには，問題の状況に応じて素早く頭を切り替え

る必要がある。そのために問題演習の重要性は言う

までもない。教科書の問，例題，章末問題は全部解

くようにしたい。加えて，できるだけ最新の実戦形

4

出題例7

出題例8

出題例9



5

式の問題集を1冊仕上げておけば，二次・私大的な

問題に対しても対処できる。一方，解答がほぼ決まっ

ているような類型的な問題に出くわした場合は，覚

えている解答をそのまま選んでミスすることがある

ので，与図および問題文をよく見読してから解答す

るように指導したい。一部の物理Ⅱの内容（放物運

動，単振動，非直線抵抗，キルヒホッフの法則，ホ

イートストーンブリッジ）に関しては深入りしない

程度に，簡単な例題や共通一次試験からの過去問を

見ておく程度でよいであろう。

　最後に，模擬試験はセンター試験の出題傾向を分

析して，受験生の陥りやすい間違いをあぶりだせる

ように作成されているので，積極的に活用してもら

いたい。

2．2012年度 センター試験　理科総合A

（1）総括

　大問数は4題，全体のマーク数は26個で2011年

度と同じで量的な変化はなかった。解答群はグラフ

選択，大小比較，数値選択，正誤選択，など多種多

様である。理科総合Aは身の回りで見られる現象や

道具などを基本的な公式や法則で理解し，自然に対

する科学的な見方や考え方を養うのが狙いである。

大方の問題はこの趣旨に沿っているが，物理の性格

上どうしても式・計算は必要になる。例年20％（5

題程度）が計算問題である。力学的エネルギー保存

の法則，仕事率，熱量計算，オームの法則，電力な

どの計算は必出である。本年の第2問の問3c（力学

的エネルギー保存の法則），問5（熱量の保存），さ

らに，第4問の問4（抵抗値と抵抗率の関係），問5

（オームの法則）ができる程度の数式運用能力を身に

付けて欲しい。また，力のつり合い，作用と反作用，

力と運動，エネルギーの変換などは，計算はほとん

ど必要ないが，物理的な内容を把握しておかないと

合格点に達するにはおぼつかない。具体的な例を挙

げて，ていねいに解説してこれらの内容を周知徹底

しておく必要がある。

（2）学習対策

　身の回りのいろいろな事柄が出題されるので，教

科書を精読し，生活に必要な道具や装置と物理の関

連を理解しておくことが重要である。また，計算問

題は必ず出題される。問題自体は難しくはないが，

公式にあてはめるだけという単純なレベルではな

く，与えられたグラフをもとに考察・計算するよう

に考えられている。具体的な対策としては，過去問

を理解できるまで徹底的にやりこなし，さらに問題

の読解力と計算力を養うためにも教科書の例題以外

に理科総合Aの問題集1冊を仕上げればよい。

3．2012年度 一般入試（二次・私大）

（1）全体の分析

　出題分野に関しては，『力学・電磁気（物理Ⅱ），

波動（物理Ⅰ）』の出題が大勢を占める。選択分野

（物質と原子・原子と原子核）を出題する大学は，

物質と原子（主に熱力学）の出題が主で，原子と原

子核を出題する大学はきわめて少数であった。全体

の傾向としては2011年度よりやや難しく，かつ問

題量も増加したように思える。私大ではマーク式や

語句選択は従来通りであるが，国公立大では記述・

論述式はさらに増加傾向といえる。例えば，『文中に

与えられた物理量の他に解答に必要な物理量があれ

ば，それを表す記号はすべて各自で定義し，解答欄

に明記しなさい』（神戸大），『答案には，結果の式

や数値のみでなく，導出法も記述せよ。たとえ時間

内に結果が完全には得られない場合でも，考え方の

道筋や方針を記述せよ。』（お茶の水大），『答案用紙

には回答の途中経過や理由も記入すること。必要な

らば，図を用いて解答してもよい』（群馬大）など

である。

（2）力学分野の特徴

　2012年度は2011年度とほとんど同じ傾向で

あった。力のモーメント，放物運動に関してはそれ

ほど特徴的な問題はなく教科書の例題や章末問題の

レベルであった。衝突に関しては，斜面と物体との

斜め衝突，その後は放物運動という例年と同様の設

定が多かったが，水平面との多数回衝突も出題され

た（出題例10）。この程度の数列は扱えるように指

導したい。



　運動としてはやはり単振動が目立った。ばね振り

子以外に浮力や連通管内の液体の単振動も出題され

た（出題例11）。

　あらい面上の単振動や物体系の運動に単振動が組

み込まれた問題も目立った（出題例12）。
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　万有引力に関連した問題は，面積速度一定と力学

的エネルギー保存の法則で処理できる類型的問題が

ほとんどだが，万有引力の法則に関するキャベン

ディッシュの実験は是非とも生徒に紹介しておきた

い（出題例13）。

　いろいろな運動を含む力学全般の学力を測る問題

も出題された（出題例14）。

出題例12

広島大　前期

出題例13

早稲田大



（3）電磁気分野の特徴

　単純な電場・電位のみの問題は少なくなった。一

方，2011年度に比してガウスの法則（啓林館「物

理Ⅱ改訂版」p.84 図13，問8）に関する問題は増

加した。単純なコンデンサー回路の問題は減少した

が，円筒形や球形コンデンサーが出題された（出題

例15，16）。
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　キルヒホッフの法則を適用する直流回路の問題は

従来と同じ質・量といえる。非線形抵抗に関しては

抵抗の数は多くなったが類型問題といえるであろう

（出題例17）。

　ホール効果の問題も類型的でこれといった変化は

見られなかった。ただ，電磁界中での軌道がサイク

ロイド曲線になる荷電粒子の運動は，一度解いてお

けば出題されても対処できるので知っておきたい

（出題例18）。

出題例17

横浜国立大　前期

出題例16

近畿大　Ⅱ



　電磁誘導に関しては，レール上をすべる導体棒や

磁界中へ進入するコイル，磁界中で回転する導体棒

などの教科書的なケースが多いが，力積を盛り込ん

だり，回転軸を傾けるなど新手の問題が見られた

（出題例19，20）。

　

　自己・相互インダクタンスの計算はほとんど出題

されなくなった。一方，交流回路の問題は増加した。

誘導リアクタンス，容量リアクタンス，RLC直列回

路のインピーダンスの計算など，交流の数学的な扱

いが要求される問題は増加した（出題例21）。微積

分を用いる説明（啓林館「物理Ⅱ改訂版」第4節交

流の p.172「発展」RLC 直列回路）は上昇志向の

受験生には刺激があっていいであろう。

　粒子加速器のシンクロトロンやベータトロン（啓

林館「物理Ⅱ改訂版」参考 p.150）の加速原理は電
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大阪大　前期〔2〕

出題例19
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出題例20
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磁気と力学であるから , 電磁気の分野として解説す

ればよいであろう（出題例22）。

（4）波動分野の特徴

　教科書では「発展」で扱われている正弦波の式（啓

林館「物理Ⅰ改訂版」p.186）を用いる問題が増加

した（出題例23）。

出題例21

千葉大　前期 4
出題例22

学習院大



　反射波，定常波も正弦波で表せるようにしたい。

交流回路のリアクタンスやインピーダンスの計算で

もわかるように，三角関数の計算は必須である。一

方，正弦波の式を用いないで，合成波，反射波，定

常波を考える問題も多い。弦や気柱共鳴はほぼ例年

通りである。ドップラー効果に関しては，すべての

場合（観測者あるいは反射板が運動する場合，斜め

ドップラーなど）が出題されている（啓林館「物理

Ⅰ改訂版」p.230話題，発展）ので，すべての場合

を知っておく必要がある。しかし，ドップラーの公

式の導出・説明を要する問題も出題されているの

で，それらを自力で導出できるように指導したい

（出題例24）。また，音源が円運動する場合のドッ

プラー効果が幾何的に複雑化する傾向が見られるの

は気になるところである（出題例25）。
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鳥取大　前期

出題例24

同志社大
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　熱との融合問題になるが，音速の温度依存性を導

出する問題が復活した（出題例26）。上位レベル生

には近似計算の練習として紹介しておきたい。

　回折格子，組み合わせレンズ，多層媒質による反

射，薄膜による干渉はそれぞれ一工夫された出題に

なっている（出題例27，28，29，30）。

　

出題例25

関西学院大〔Ⅲ〕
出題例26

東京工業大　前期 3

出題例27

関西大〔Ⅲ〕
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出題例28

熊本大　前期

出題例29

中央大
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　虹のできるメカニズムも知っておきたい（出題例

31）。

　また，来年に備えてニュートンリングも押さえて

おきたい。光波の反射による位相差は，教科書で「発

展」（啓林館「物理Ⅰ改訂版」p.259）の扱いになっ

ているが，例年出題されているので，知識として知っ

ておくのが無難である。

（5）選択分野の特徴

　熱力学を中心に出題されている。気体の状態変化

を気体分子運動論に基づいて考察する問題や蒸発熱

に関する問題（出題例32）が今後増加するように思

える。余裕があれば，2原子分子の内部エネルギー

にも言及しておきたい。

　他に，熱力学的サイクルの問題が増加した。カル

ノーサイクル，スターリングエンジンなどが出題さ

れた。このタイプは今後増加するように思える。

　「発展」内容であるポアッソンの公式『pVγ ＝一

定，あるいはTVγ－1＝一定』は毎年出題されるので

出題例30

出題例31

青山学院大

早稲大〔Ⅰ〕



知っておく方がよい。また，ボルツマン定数 k と気

体定数R，アボガドロ数NA の関係R ＝ kNA も覚え

ておきたい。

　この他に，バンド理論による半導体などの物性物

理，素粒子論，宇宙論などが教科書に書かれている

が，ほとんど出題されていない。これらは観測結果

や理論の紹介だけのため，入試問題の題材にはなり

にくいであろう。

（6）学習対策

　必修分野に関しては，二次対策として特別に目新

しいものはなく，従来の標準的な入試問題集を丁寧

に仕上げておけばよい。教科書の「発展」「参考」

も読むように指導したい。邪魔になる知識ではない

し，知っていれば見通しよく問題が処理できる場合

がある。演習に際しては，法則が成立する根拠や適

用できる公式名を簡潔に記述しながら解答を作成す

るというような木目の細かさが必要である。自分の

理解度を採点者に分かってもらえるような答案の作

成を心がけることを意識させたい。選択分野は最大

公約数的な対処の仕方として，やはり熱力学（気体

分子運動論を含む）が中心になるであろう。半導体

や素粒子論，宇宙論などの入試問題になりにくい

テーマはお話程度にして，手早く切り上げるのが現

実的な対処といえるであろう。身の回りの現象に関

する物理的な考察やハイテクに関する解説が掲載さ

れている教科書の「話題」「参考」からの出題もある。

また，「実験」「探究活動」「発展」などからの出題

もあるので，試験直前に教科書を読み直すことを伝

えたい。また，選択分野に関する入試情報をできる

だけ早く入手して本試験に備えるよう，常にアンテ

ナを張っておくことも必要である。後は志望大学の

過去問にチャレンジして出題傾向（出題形式や解答

形式）に慣れることである。

　最後に，単科の医科大学では，一部に個性的でや

や難しい問題が出題されることがある。このような

問題に深入りしすぎると時間が足らなくなり，解答

できる問題にまで手が回らなくなり，思わぬ失点を

する羽目になる。『手早く切り上げる思い切りも時

には必要だ』ということを試験対策の一つとして生

徒に伝えたい。
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出題例32

大阪市立大　後期　第3問

■寺田　正春（てらだ　まさはる）

　授業では高認生，高卒生まで幅広く担当。全統マー

ク模試，京大即応オープン，広大入試オープンを担当。

著書：「らくらくマスター物理Ⅰ・Ⅱ」 （河合出版・共著）

　　　 「物理教室」（河合出版・共著）



17

1．センター試験　化学Ⅰ

（1）全体の概要

�平均点は大幅に上昇，高3生－高卒生の差は開く

　2011年度のセンター試験の平均点は65.13で，

昨年より約10点上昇し，ここ5年では平成21年の

69.54に続く高い数値であった。表1は，河合塾の

追跡調査による大問別得点率（平均点 / 配点×

100）およびその高卒生と高3生の差（高卒生－高

3生）をまとめたものである。

（注：追跡調査での平均点は約73点であった。した

がって，実際の得点率は表の数値の約90％程度と

推定される。）

　設問別にみると，無機物質を中心とした第3問の

得点率が昨年に比べてやや下がったが，それ以外は

いずれも10％以上上昇している。なお，高卒生と

高3生の平均点の差は7.0で，昨年の4.5，一昨年の

3.6（いずれも河合塾の追跡調査による）に比べて

増加している。得点率の大きな差が出た設問は，い

ずれも計算問題であり，高3生の演習量の不足がう

かがわれる。

�大枠に変化はない

　大問数は4，設問数は28（11年，10年も28），

出題分野は，第1問が「物質の構成」を中心とした

理論分野，第2問が化学反応と熱，酸と塩基，酸化

還元の「物質の変化」を中心とした理論分野，第3

問が主に「無機物質」，第4問が「有機化合物」で，

配点はどの大問も25点で，配点比率は理論分野

50％，無機分野25％，有機分野25％であった。

大枠は，ここ5年変わっていないことから，次年度

も大きな変化はないと予測される。

�基本問題が増加

　正答率が50％以下の小問は1題（第3問2）で，

昨年の5題，一昨年の9題より大幅に減少した。一

方，正答率が85％を超えた小問は，第1問を中心に

6題あった。この結果から，難度の高い問題が減少

し，基本的な知識を問う問題が大幅に増加したこと

がうかがえる。

（2）設問別分析

第1問　基本問題中心で高い正答率，密度計算，身

のまわりの物質で差がでた

　「物質の構成」，「物質の構成粒子と結合」，「物質

の量」からの出題で，基本事項からの出題が多く，

8題中6題が正答率85％を超えた。正答率が低かっ

た小問は問4（出題例1）と問6（出題例2）であっ

た。問4は正答率約60％，高3生と高卒生の正答率

の差が大きく，また，成績下位生の正答率が20％

程度と極めて低かった。これは，解法の道筋（二酸

化炭素1mol の気体と固体の体積を比較する）がつ

かめない，あるいは，密度の使い方が分からなかっ

たためであろう。問6は，このところ必ず1題は出

題される「身のまわりの出来事」に関する設問で，

正答率は55％程度で，成績下位生では①を解答と

したものが約40％あった。昇華という用語は知っ

ていても，日常生活における具体的な例と結びつい

大学入試センター試験　および　国公立大二次・私大　大学入試分析と対策

 化　学 

学校法人 河合塾　化学科講師　高橋　茂幸

表1．得点率比較

2010年2011年2012年

53.7956.5765.13平均点

差得点率差得点率差得点率

2.063.63.667.25.680.8第1問

5.654.85.262.48.476.8第2問

2.867.63.663.66.862.4第3問

4.855.26.054.47.270.4第4問



ていないための誤答であろう。また，⑤は「乳化」

（有機化合物のエステル・油脂の単元で学ぶ）が該当

するが，かなり正確な知識が要求される。

第2問　高3生－高卒生で計算問題の正答率に開きが

　化学反応と熱，酸・塩基，酸化還元，電池・電気

分解からの出題で，いずれの小問も正答率は65％

を超えた。ただし，高3生と高卒生の正答率の差は，

大問4題中で最も大きかった。特に差が開いた設問

は，反応熱を含めた化学量計算の問2（出題例3）

と電気分解での析出量を計算する問6a（出題例4）

であった。また，問6a は成績下位生の正答率も

20％を切り，成績上位生と下位生との正答率の差

は75％に達した。

　問2では③の誤答が多かったが，これは，燃焼反

応の熱化学方程式が正しく書けていないことによる

ものと推測される。問6aでは②の誤答が多かった。

これもCuと Agが酸化されるときの電子を含むイ

オン反応式が正しく書けていないことに起因するも

のだろう。

第3問　思考力を要する問題が増加，過酸化水素の

分解反応に注意

　無機物質からの出題で，大問4題の中で最も得点

率が低かった。無機物質に関する基本的な知識とと

もに，やや思考力を要する設問もあり，これが点数

を下げたものとみられる。酸化物に関する問2 （出題

例5）の正答率は約30％で，全体の中で最も低かっ

た。次に過酸化水素からの酸素発生量に関する問4

（出題例6），ソルベー法に関する問7が正答率50％

であった。なお，問4は高3生と高卒生の正答率の

差が14％に達し，また，成績下位生の正答率は，

問2が約13％，問4が約14％で極めて低かった。

　問2ではP4O10が水と反応してH3PO4になるとし

た③を誤りとした誤答が多く（「加熱」が必要かどう

18

問　　ドライアイスが気体に変わると，標準状態で体積はおよ4

そ何倍になるか。最も適当な数値を，次の ① ～ ⑤ のうちか

ら一つ選べ。ただし，ドライアイスの密度は，1.6 g/cm3 であ

るとする。

　①　320　　　　②　510 　　　　③　640

　④　810　　　　⑤　1000

出題例1

問　　身のまわりの出来事と，その反応や変化を表す語句の組6

合せとして適当でないものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ

選べ。

出題例2

反応や変化身のまわりの出来事

昇　華－20℃の冷凍庫内に保存していた氷が

小さくなった。

①

凝　縮冷たい飲み物を入れたガラスコップの

表面に水滴がついた。

②

吸　着冷蔵庫に活性炭を入れると，庫内の臭

いが消えた。

③

酸化・還元漂白剤を使うと，白い衣服についたイ

ンクのシミが消えた。

④

加水分解セッケン水に油を入れて振り混ぜる

と，油は微細な小滴となって分散した。

⑤

問　　物質量の合計が1.00mol であるメタンとエチレン（エテ2

ン）の混合気体を完全燃焼させたところ，水（液体）と二酸

化炭素が生成し，1099kJ の熱が発生した。このとき消費され

た酸素の物質量は何mol か。最も適当な数値を，次の ① ～ 

⑤ のうちから一つ選べ。ただし，メタンとエチレンの燃焼熱

は，それぞれ891kJ/mol と1411kJ/mol とする。

　①　2.00　　　　②　2.40　　　　③　2.50

　④　2.60　　　　⑤　3.00

出題例3

問　　図　に示すように，電解槽Aに200mL の　mol/L 硝酸6 2 1

銀水溶液，電解槽 Bに200mL の　 mol/L 塩化銅 （Ⅱ） 水溶液1

を入れて，電気分解の実験を行った。

a　この実験で一定の電流を流したところ，Bの銅電極の質量が

0.320g 変化した。このとき，Aの銀電極の質量の変化として最

も適当なものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選べ。

　①　1.08g 増加 　　　②　0.540g 増加

　③　変化なし 　　　④　0.540g 減少

　⑤　1.08g 減少

出題例4
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かもとまどった要因かもしれない）， 成績下位生で

は30％近くに達した。⑤は鉛蓄電池の正極反応と

混同して正しいと判断したと思われるが，負極と接

続しないとPbSO4は生じない。問4は過去にも出題

された設問である。誤答の多くは③で，これまた化

学反応式が正しく書けていないことによるものであ

る。問7は，アンモニアソーダ法（ソルベー法）の

製造過程の全体の見取り図が与えられているが，各

過程，および全体の反応式が書けないと正誤の判断

は難しく，また，アンモニアソーダ法における物質

量の関係は普段意識しないので，やや難度の高い設

問であった。

第4問　エチレンを出発物質とした反応経路やヨー

ドホルム反応に注意

　有機化合物からの出題で，正答率は71％で，昨

年よりかなり上昇し，高3生，高卒生の差も昨年よ

り減少した。ただし，成績上位生と下位生の差は大

問4問中，最も大きく，成績下位生の学習の遅れが

顕著であった。最も正答率の低かった小問はエチレ

ンからの反応経路に関する問6（出題例7）で，約

50％の正答率であった。また，混合物の分離に関

する問5が約60％で次に低かった。なお，元素分析

に関する問7（出題例8）は，最終問題の割には基

本的な問題であったため約68％の正答率であった

が，高3生と高卒生，成績上位生と下位生の差が全

体の中で最も大きかった。

　問6では，③あるいは⑤を選んだ誤答が目立ち，

エチレンを触媒存在下で酸化するとアセトアルデヒ

ドになる（工業的に重要なヘキストワッカー法）と

いう基本的な知識の欠落が目立った。問7の，誤答

の多くは，CとHの比が1：2になる②，④を選ん

だものであった。

　また，問3では，ヨードホルム反応陽性というこ

とでメチルケトンの構造をもつ②を選んだ誤答が成

績下位生に多かった。酸化してメチルケトンになる

③もヨードホルム反応陽性である。

問　　図　は，エチレン（エテン）を出発物質とする反応経路6 1

を表したものである。化合物Aと化合物Bの組合せとして最

も適当なものを，下の ① ～ ⑥ のうちから一つ選べ。

出題例7

化合物B化合物A

アセトアルデヒド酢酸①

エタノール酢酸②

酢酸アセトアルデヒド③

エタノールアセトアルデヒド④

酢酸エタノール⑤

アセトアルデヒドエタノール⑥

問　　分子式が C�H�O4 で表される化合物Aがある。図　のよ7 2

うな装置を用いて元素分析を行ったところ，化合物A 84mg

から，水36mgと二酸化炭素176mgが生成した。C�H�O4 の�と

�の組合せとして最も適当なものを，下の ① ～ ⑥ のうちから

一つ選べ。

問　　酸化物の反応に関する記述として誤りを含むものを，次2

の ① ～ ⑤ のうちから一つ選べ。

①　Al2O3を水酸化ナトリウムの水溶液と反応させると， 

Na ［Al （OH） 4］が生じる。

②　Na2O を水と反応させると，NaOHが生じる。

③　P4O10を水に加えて加熱すると，H3PO4が生じる。

④　CaOを希塩酸に加えると，CaCl2が生じる。

⑤　PbO2を希硫酸に加えると，PbSO4が生じる。

出題例5

問　　質量パーセント濃度3.4％の過酸化水素水10g を少量の酸4

化マンガン （Ⅳ）に加えて，酸素を発生させた。過酸化水素が

完全に反応すると，発生する酸素の体積は標準状態で何Lか。

最も適当な数値を，次の ① ～ ⑥ のうちから一つ選べ。

　①　0.056　　　　②　0.11　　　　③　0.22

　④　0.56 　　　　⑤　1.1 　　　　⑥　2.2

出題例6



（3）学習上のポイント

計算問題－とにかく問題を解く

　今年度のセンター試験は基本的な問題が増加し，

平均点が昨年，一昨年より大幅に上昇したが，高3

生と高卒生の差は今までより拡大した。すでに大問

別の分析でみたように，差の開いた問題のほとんど

は計算問題である。また，成績上位生と下位生の差

が大きかったのも計算問題である。センター試験の

計算問題は基本的な問題がほとんどである。計算問

題を攻略するには，教科書中の例題や問いなどで基

本的な考え方を身につけ，その上でどれだけ演習問

題をこなすかに尽きる。

教科書の基本事項をしっかりまとめる

　無機物質や有機化合物に関して，第3問問7（ア

ンモニアソーダ法），第4問問6（エチレン誘導体）

など教科書に記載されている事項であるにもかかわ

らず，やや正答率が低いものがあった。単に問題を

解くだけでなく，もう一度教科書に記載されている

事項を整理して，しっかりまとめよう。

教科書の「実験」にしっかり目を通そう

　今回は実験操作に関する設問は第4問問5の有機

化合物の分離のみであったが，昨年，一昨年と教科

書の「実験」からの出題が2題あり，特に有機化合

物に関する設問は，いずれも正答率が低かった。「実

験」に関する出題は今後も2～3題はあると予想さ

れる。基本的な知識のまとめや計算問題の演習が重

要であることは言うまでもないが，それとともに軽

視されがちな「実験」や「探究活動」のページにも

しっかり目を通し，それぞれの操作の意味，実験結

果が何故そうなったのかを考察してみよう。

補）理科総合Aについて

　理科総合Aの平均点は67.92で昨年の55.63よ

り大幅に上昇した。大問数は昨年と同じ4で，解答

マーク数は変化していない。計算問題が減少し，ま

た，正誤問題も減少した。身近な物質を題材に，実

験結果や表，グラフの読み取り，科学的な考察を問

う問題が中心である。

　化学に関連した大問は第1問と第2問で，第1問前

半は，カレー料理を題材に食塩の化学的な組成や質

量と濃度の関係を問うもので，グラフの読み取りな

ど科学的思考力を要する問題であった。後半は，燃

焼に関する化学量計算とメタンハイドレート，メタ

ンの温室効果に関する設問で，エネルギー問題や環

境問題への関心が問われた。

　第3問は，前半がアルミニウムを題材に，電子配

置，単体の性質，電気伝導性についてのプラスチッ

クとの違いに関する考察，後半がプラスチックの燃

焼や密度に関する設問であった。

　いずれも身近な素材や現象から化学の基本的な知

識を問うもので，細かい知識や思考力を要する問題

や難度の高い問題はなく，ここ数年この傾向は変

わっていない。したがって，教科書の基本事項のま

とめ，章末問題と過去のセンター試験の問題演習で

対応できるだろう。また，エネルギー問題や環境問

題について書籍や新聞，インターネットなどで広く

理解を深めておきたい。

2．一般入試（二次・私大）

（1）全体の傾向

　東大など一部の難関校で昨年よりやや難度が上

がったが，多くの国公立大，早慶，関関同立をはじ

めとした私大では難度は昨年と大きく変わらず，標

準的な問題が大半であった。例えば，出題例9は中

和滴定に関する東北大 後期のものだが，このように

難関校でも標準的なレベルからの出題は多い。出題

範囲は中和滴定，酸化還元，電池・電気分解，化学

平衡，脂肪族・芳香族化合物からの出題が多く，ま

た，水や二酸化炭素を題材に，水であれば溶解，希

薄溶液の性質，二酸化炭素であれば中和滴定や電離

平衡を含む総合問題が目立った。

20

出題例8

��

44①

84②

66③

126④

88⑤

168⑥
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　入試問題全体を概観すると標準的なレベルの問題

が多いが，状態図や溶解度積，アルケンのオゾン分

解など教科書の「発展」に記載された項目（啓林館

「化学Ⅱ改訂版」p.38，124，「化学Ⅰ改訂版」

p.217）からの出題も増加している。また，私立大

学では，従来通りの小問集合形式の出題も多い。

（2）分野別分析

［理論分野　化学Ⅰ］

　酸化還元，電池・電気分解からの出題が例年同様

多い。酸化還元では，酸化還元滴定が多く，特に過

酸化水素関連（山形大，福島大，富山大 医，愛知工

業大）が中心である。それとともに，ヨウ素滴定

（弘前大－出題例10，静岡県立大，滋賀県立大，大

阪大 前期，中央大 理工など）の増加が顕著である。

電池では，これも例年同様，鉛蓄電池からの出題が

多いが，注目すべきは半電池を組み合わせたダニエ

ル型電池（名古屋大，名古屋市立大，九州大，明治

薬科大）や教科書「発展」で取り上げられている標

準電極電位（東京理科大 理）も出題されていること

である（啓林館「化学Ⅰ改訂版」p.118）。電気分

解は，銅の電解精錬（北大，東北大，静岡大，兵庫

県立大，法政大 工など）に関する設問が多い。

　物質の構成では，周期表を中心に周期律や化学結

合などの小問集合が私大を中心に多く出題されてい

る。また，今年は同位体に関する設問（東京工業大，

横浜国立大，横浜市立大，北里大 薬など）が増加

し，炭素14（東京農工大，東京理科大 理，東京理

科大 工－出題例11，福岡大など）やこれによる年

代測定も複数の大学で出題された。なお，昨年の原

発事故を反映してか，セシウム137（学習院大）

や，核分裂（信州大 理），ジルコニウムと高温の水

の反応（群馬大）なども出題されている。

　熱化学は，アルカンなどの燃焼に関わる設問が多

く，また，二酸化炭素など無機物質に関する総合問

題の中の小問などとしての出題例が多い。

　酸塩基は中和滴定による酢酸の定量（愛知教育

東北大

出題例9



大，明治大 理工，名城大 理工など）が多いが，二

段階滴定（富山県立大－出題例12，京都府立大，

北九州市立大，慶應大 薬，東京慈恵医大，明治薬科

大など）も増加している。今年度の高校1年生から

新課程に入り，「化学基礎」の教科書が使われるが，

「化学Ⅰ」では「発展」扱いだった二段階滴定（二

段階中和）は多くの進学校向け教科書に本文で記載

されている（啓林館「化学基礎」p.153）。
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弘前大

出題例10

東京理科大

出題例11
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［理論分野　化学Ⅱ］

　昨年に続き，反応速度，化学平衡からの出題が多

い。反応速度は，活性化エネルギーや過酸化水素，

五酸化二窒素などを素材とした速度の計算（札幌医

大，岩手大，奈良県立医大，兵庫県立大など）が中

心だが，アレニウスの式（筑波大－出題例13，信

州大 理，岡山大，早大 理工など）や酵素反応（京

都府立医大，慶應大 薬など）など難度の高いものも

出題数が増加している。化学平衡は，ヨウ化水素（熊

本大，慶應大 理工），二酸化窒素（北大，千葉大）

を素材にした気相平衡，酢酸（兵庫県立大），アン

モニア（山梨大，同志社大）を素材にした電離平衡

が中心で，その多くは標準的なレベルだが，気体の

溶解度なども絡み，やや難度の高い炭酸の電離平衡

 （首都大， 京大， 東京慈恵医大， 明治大 農）も出題さ

れている。また，特に注目する必要があるのは，溶

解度積の増加である。ここ数年，難溶性の塩の溶解

平衡（溶解度積）（ 岩手大，新潟大，岐阜大，東京

理科大 理，大阪薬科大，神戸薬科大など）からの出

題が増加しているが，今年もその傾向は続いている。

主に，硫化物とハロゲン化銀が中心で，沈殿滴定も

出題されている。

　状態図や溶液に関する設問は，昨年あたりから増

加しているが，今年もこの傾向は続いている。状態

図（山形大， 東京医科歯科大， 信州大 農， 早大 教育，

東京理科大 基礎工，東北薬科大など）は，その見方

と具体的な状態変化の例を押さえておけばほぼ解け

るものが大半である。溶液に関しては，全体の動向

でも触れたように，水の構造，溶解の仕組み，希薄

溶液の性質に関する総合問題形式（東大，横浜国立

大，東京理科大 理工，日本女子大など）のものがい

くつかの大学で出題された。また，ラウールの法則

（東北大 後期）も昨年同様出題されている。

　気体は，気液平衡に関するものや，あるいは気体

反応の平衡と一体で出題された例が多く，気体の法

則などを単独で扱った出題は少なかった。実在気体

に関する出題（金沢大，北里大 薬など）も昨年あた

りから増加しており，一部ではファンデルワールス

の状態方程式（九州大）も出題されている。

　結晶の構造は，イオン結晶（東北大，南山大，金

沢工大）に関するものが多く，黄銅（北大 後期）や

ナトリウム，ガリウム（京大），ダイヤモンド（大

阪市立大）なども出題された。

富山県立大

出題例12



［無機分野］

　非金属では，15族（秋田大，福島大，群馬大，

東京農工大，電通大－出題例14，横浜国立大 後期，

岡山大，法政大，明治大 理工，関西大など）からの

出題が多かった。アンモニアを中心に気体発生，ハー

バー法，オストワルト法からなど無機分野の内容か

ら，気相平衡や電離平衡など理論の内容にまたがる

ものもあった。14族（東北大 後期，九州大）や16

族（北大），17族（弘前大，富山大 医，金沢大，

東京慈恵医大）からの出題も，結晶や酸化還元を含

んだ無機，理論の融合問題が多い。

　金属では，金属イオンの性質，分離も多くの大学

で出題されているが，問われる内容に大きな変化は

ない。ここでは，溶解度積と合わせて出題される例

もある。なお，錯イオンの立体構造に関する設問（東

大，東京農工大）は増加している。

　金属では，今年は銅からの出題（横浜国立大，横

浜市立大）が多く，電解精錬や黄銅を題材としたも

のが目立った。

［有機分野　化学Ⅰ］

　化学Ⅰの有機分野からの出題は，脂肪族，芳香族

の反応経路や簡単な構造決定など標準的なものがほ

とんどである。今年は，芳香族ではフェノール（奈

良女子大，上智大など）やサリチル酸（信州大 理，愛

知教育大，名古屋市立大 医，岐阜薬科大など）を中

心とした合成経路や分離が多く，脂肪族では，アセ

チレン （北大 後期， 東京農工大， 広島大， 慶應大 医

など）を出発物質とした合成経路に関する設問が目

立った。また，構造決定ではエステルの構造決定が

中心で，ヨードホルム反応が鍵となる問題が多い。

また，炭素二重結合のオゾンや過マンガン酸カリウ

ムによる酸化・分解もいくつかの大学（東北大 後

期，京都府立医大，鳥取大－出題例15，東京理科

大 薬など）で出題されている。
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筑波大

出題例13

電通大

出題例14
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［選択分野］

　例年同様，糖類（北大，福島医大，筑波大，千葉

大，名古屋工大，熊本大，早大 理工，東京理科大 

理，名城大 農，京都薬科大，兵庫医大など），アミ

ノ酸・タンパク質（弘前大，千葉大，岐阜薬科大，

京大，慶應大 薬，明治大 理工），合成高分子化合物

（秋田大，東大，東京農工大，新潟大）からの出題

が多いが，今年はさらに核酸（金沢大，鳥取大，宮

崎大），代謝－ATP（兵庫県立大，九州大，東北薬

科大，明治薬科大）の出題も目立った。

　糖類では代表的な糖類の構造，加水分解，アルコー

ル発酵，アミノ酸・タンパク質であれば，代表的な

アミノ酸の構造，簡単なペプチドのアミノ酸配列，

タンパク質の検出反応など多くは標準的なレベルの

ものだが，デンプンのヒドロキシ基のメチル化（筑

波大，兵庫医大），グルコースの立体異性体（アノ

マー，エピマー）（東京理科大 理），グルタチオンの

構造決定（千葉大），オキシトンの構造（弘前大），

ヘモグロビンの立体構造（慶應大 医），アミノ酸の

電離平衡などでやや難度の高いものも例年同様出題

されている。

　また，合成高分子化合物では，ナイロンや PET

とともに，アルキンの付加反応と連動してPVAな

どが主な出題項目である。また，吸水性ポリマーの

考察（東大）も出題された。

　脂質の出題も多く，大部分が化学Ⅰ油脂，セッケ

ン（滋賀県立大－出題例16，神戸大）からのもので，

界面活性剤に言及したものもある。

　医薬品も化学Ⅰの知識で解けるものがほとんど

で，サリチル酸関連の出題の他，スルファニルアミ

ド，サルファ剤（横浜市立大，岡山大，広島大，東

京慈恵医大）が例年より多く出題された。

鳥取大

出題例15



（3）　学習上のポイント

　（1），（2）で述べたように，入試問題の大部分

は標準的なレベルの問題である。このレベルの問題

を確実に解くことが合格への第一歩である。ただし，

基本事項の確認だけではだめであり，基本事項を組

み立てて解法を導く能力が問われる。これは適切か

つ十分な演習を積み重ねる以外にない。

　その上で，「発展」を反映した思考力を要する比較

的難度の高い問題への応用力を養成していく必要が

ある。アルケンのオゾン分解，状態図，希薄溶液の

性質の定量的扱い，反応速度に関するアレニウスの

式，電離平衡－塩の加水分解，溶解度積など主に「発

展」に記載された事項からの出題は確実に増加して

いる。難関校を目指す場合，「発展」の項目の理解

は不可欠であり，さらに難度の高い問題をじっくり

と解き，解法の道筋をとらえる必要がある。

　最後に，（2）でも触れたが，今年度の高校1年生

から新課程が始まり，今までの「化学Ⅰ」，「化学Ⅱ」

から，「化学基礎」，「化学」に変わる。新課程が反

映されるのは2015年入試からなので，当面大きな

影響はない。ただし，「化学基礎」でいくつかの「発

展」が記載された。そのほとんどは，現行課程では

「化学Ⅰ」で扱う内容だが，2点，二段階滴定と電子

対の反発による分子の形の推定は，現在の「化学Ⅰ」

の教科書では扱っていないものもある（啓林館「化

学Ⅰ改訂版」では扱っている）が，入試での出題は

増加する可能性があるので注意したい（化学Ⅰで

「発展」だった二段階滴定は，化学基礎では本文扱

いとなる）。
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■高橋　茂幸（たかはし　しげゆき）

　授業では高1～高3生，高卒生のトップレベル生から基礎学力生

まで幅広く担当。また河合塾マナビスも担当。教材ではテキストお

よび全統マーク模試などの作成を担当。

著書：こだわってシリーズ「速度・平衡・無機物質」（河合出版）

　　　「精選化学Ⅰ ・ Ⅱ問題演習」（旺文社 ・ 共著）

　　　「入試問題正解」（旺文社・共著）など

滋賀県立大

出題例16
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1．センター試験　生物Ⅰ

（1）全体の傾向

　今年度のセンター試験は，大問数5題，小設問数

33問で，ほぼ例年通りであった。昨年度と比較し

て，全体のページ数が3ページ増加したが，文章選

択肢の文章量や図・表などが減った。正答率が80％

以上の「やさしい」小設問の割合は，昨年度は34％，

今年度は36％であり，ほぼ同じであった。逆に，

正答率が50％以下の「難しい」小設問の割合は，

昨年度は18％であったが，今年度は6％に減少し

た。全体として今年度の問題は昨年度と比較して大

きな変化はなく，平均点は昨年度とほぼ同じ64.00

点（大学入試センター発表）であった。

　大問は，生物Ⅰの5分野からバランスよくそれぞ

れ1題ずつ出題されており，また5題のうち，3題は

A・B分けに，2題はA～C分けになっており，幅

広いテーマから出題されている。

　今年度は考察問題の割合が減少し，知識問題と考

察問題の割合が2：1に近かった。知識問題は，小

問集合的で，幅広いテーマから少しずつ出題されて

いた。考察問題は，問題文や図・表のデータを読め

ば解答できる単純な考察問題が減り，知識が必要な

考察問題の割合が増えた。点差が大きく開いた問題

は，知識問題や知識の必要な考察問題であった。

（2）設問別分析

第1問　細胞の構造と機能

　Aは細胞の構造と機能に関する標準的な知識問題

であり，Bは神経伝達物質に関する標準的な知識問

題と神経伝達物質の放出に関する考察問題である。

第1問全体の正答率は85％で，大問5題中最も高

かった。また，成績上位者と下位者の差，高卒生と

現役生の差，理系生と文系生の差もほとんどなく，

よくできていた。

　問1の正答率は82％で，2007年度本試験，

2009年度追試験，2011年度本試験にも出題され

た細胞の発見と研究者に関するものであった。この

問題の正答率は，文系生の方が理系生よりも4％高

かった。問2の正答率は85％であった。問3の正答

率は71％で，2011年本試験でも問われた細胞小

器官の膜の枚数や構造の特徴に関する問題であっ

た。また，問4の正答率は92％で，2011年度の追

試験でも問われた植物細胞と動物細胞の違いに関す

る問題であった。問5の 　5　 ・ 　6　 の正答率は共

に95％であった。問6の正答率は82％で，知識を

必要とせず，実験1などの文章だけから考察する問

題であり，よくできていた。

第2問　生殖と発生

　Aは生殖と被子植物の種子・果実形成に関する標

準的な知識問題，Bは精子の形成過程に関する考察

問題，Cは両生類の発生のしくみに関する知識問題

である。第2問全体の正答率は65％で大問5題中2

番目に低かった。

　問1の正答率は52％と低く，誤答は③・④に集中

していた。高卒生と現役生の正答率の差は16％あ

り，33問中最大であった。分裂によって増殖する

多細胞動物がいることがわからなかったようであ

り，成績上位者の正答率でも70％しかなかった。

問2の正答率は62％で，誤答は④が多かった。被子

植物の果皮が子房壁に由来すること（啓林館「生物

Ⅰ改訂版」p.79 図5）を知らなかったようである。

問3の正答率も51％と低く，種皮が珠皮に由来する

こと（同書，同頁），すなわち，母親 （個体X） のか

らだの一部であることを知らなかったと思われる。

大学入試センター試験　および　国公立大二次・私大　大学入試分析と対策

 生　物 

学校法人 河合塾　生物科講師　榊原　隆人



この問題の理系生と文系生，高卒生と現役生の正答

率の差はいずれも12％程度で大きかった。さらに，

成績上位者と成績下位者の正答率はそれぞれ78％

と11％であり，その差は67％もあった。問4の正

答率は74％で，知識を必要とせず，データを読ん

で考える考察問題は比較的よくできていた。問5の

正答率は87％で高かった。問6（出題例1）の正答

率は63％であり，誤答は④に片寄っていた。「実験

と予想される実験結果の組合せ」だけを考え，「下線

部オを確認するための実験」であることを考えてい

なかったようである。

第3問　遺伝

　Aは性決定に関する知識問題と伴性遺伝に関する

考察問題，Bは不完全優性に関する考察問題，Cは

連鎖遺伝と染色体地図に関する考察問題である。第

3問全体の正答率は70％であった。

　問1の正答率は65％で，誤答は分散しており，成

績上位者と成績下位者の正答率の差が64％もあっ

た。問2・問3は伴性遺伝の問題で，正答率は84％， 

85％とともに高かった。問4・問5は不完全優性の

問題で，正答率は82％，78％であった。遺伝は連

鎖でなければよくできることがうかがえる。問6は

連鎖・組換えの問題で，正答率は64％と低かった。

誤答は⑤に集中しており，組換え価20％から組換

えにより生じた配偶子と組換えていない配偶子の比

が1：4であることはわかったのだが，「B と�が連

鎖しており，…」を読み落としたのかもしれない。

問7（出題例2）の正答率は46％で，33問中2番目

に低かった。成績上位者の正答率でも67％であり，

誤答は②が多かった。「染色体の乗換えの起こりや

すさ」の違いが染色体地図における遺伝子の相対的

距離にどのように影響するのかがわからなかったよ

うで， 　サ　 にはM，Nのどちらが入るのか判断で

きなかったようである。
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出題例1

問 　 （省略）5

出題例2
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第4問　環境と動物の反応

　Aは体液の浸透圧調節に関する知識・考察問題，

Bは血液凝固と免疫に関する標準的な知識問題であ

る。第4問全体の正答率は74％であった。

　問1の正答率は63％であり，誤答は⑥が多かっ

た。理屈で考えると⑥の「体液に対して高張」と思

われるが，実際は⑤の「体液と等張」であり，その

知識が必要である（啓林館「生物Ⅰ改訂版」p.183 

図36）。高卒生と現役生の正答率の差は13％あり

大きかった。図1は， 1985年度の共通一次追試験

の第2問の図とほぼ同じ図であった。問2の正答率

は63％で，誤答は⑥が多く，A の文章からアが a

か b か判断を誤ったようである。問3の正答率は

65％で，誤答は⑤が多かった。バソプレシンのは

たらきが「水分の再吸収の促進」であることは知っ

ていたが，それによって体液の浸透圧がどう変化す

るのかを理解していなかったようである。この問題

では，高卒生と現役生の正答率の差は14％あり，

33問中2番目に大きかった。問4は血液凝固に関す

る知識問題，問5・問6は免疫に関する知識問題で，

正答率はそれぞれ88％，87％，78％で，比較的

よくできていた。

第5問　環境と植物の反応

　Aは光合成のグラフをもとにした考察問題，Bは

オーキシンに関する知識問題と重力屈性に関する考

察問題である。第5問全体の正答率は57％であり，

大問5題中最も低かった。図1は，1988年度の共

通一次本試験第2問の図と同様の図であった。問1

は真の光合成速度と見かけの光合成速度を読みとる

問題で，正答率は73％であった。問2は陰葉と陽葉

の補償点，光飽和点，呼吸速度の関係から判断する

問題で，正答率は56％と低かった。この問題の成

績上位者と下位者の正答率はそれぞれ83％，13％

で，その差は70％もあり，最も大きかった。また，

理系生と文系生の正答率の差も大きかった。問3（出

題例3）の正答率は30％であり，33問中最低であっ

た。成績上位者の正答率でも47％しかなかった。

理系生と文系生の差も21％あり，最も大きかった。

二次試験や私立大の入試では，光合成によって生じ

たグルコース量を反応式を用いて計算させる問題が

出題されるので，理系生には「乾燥重量の変化」は

理解できたと思われる。しかし，生物Ⅰの教科書で

は，光合成速度は二酸化炭素の吸収速度や酸素の放

出速度によって測るので，文系生には「乾燥重量の

変化」を理解することができなかったと思われる。

問5の正答率は60％で，誤答は②が多かった。水平

に置いたときのオーキシン濃度については，2007

年度の本試験の第5問，2010年度の本試験の第5

問でも出題されているが，正答率は毎回低い。問6

の正答率は57％であった。

（3）指導上のポイント

　ここ数年の傾向として，知識問題で問われる知識

は， 基本的なものだけでなく，教科書の探究・観察の

ページや図中にのみあるようなものが増え，内容も

詳細になっている。また， 出題範囲も小問集合のよう

に多岐にわたり，特に受験生が陥りやすい部分を的

確に狙って問題が作成されている。このため，教科

書に記載されている内容を図なども含めて隅々まで

十分理解させる必要がある。また， 考察問題では，長

い文章を読み，初めて見る表や図 （グラフ） からデー

タを読み取らなければいけないので，まず，設問文

や選択肢の文章を十分読み取ることができる読解力

を養い，さらに表や図などを正確に読み取り，論理

的に思考する訓練が必要となる。このため，過去問

出題例3



を中心に問題演習を十分に積ませたい。また， 今年度

の第4問や第5問の図のように，近年では，過去の

センター試験の類題も頻繁に出題されているので，

過去問はできるだけ多く演習させるようにしたい。

さらに国公立大学の二次試験で出題された問題の類

題も出題されることがあるので，高得点を望む生徒

には国公立大学の二次試験なども見せておきたい。

2．センター試験　理科総合B

　理科総合Bのセンター試験は大問4題構成で，知

識問題が15問，図とグラフの読解問題が9問，考察

問題が3問，計算問題が1問の計28問であり，生物

分野，地学分野ともに14問ずつの出題であった。

昨年に比べて，図やグラフの読解において知識を必

要とする問題，および，やや詳細な知識を問う問題

が減少した。また，昨年は出題されなかった実験考

察問題と計算問題が出題された。平均点は60.36点

で昨年の54.58点より約6点高くなった。

　教科書の基本的な知識問題，および問題文に与え

られた文章や図を読み取ることができれば正解にた

どりつける問題もあるが，実験 （観察） 目的，方法に

関する知識問題，およびその結果 （データ） の読み取

りと考察に関する問題が出題される。教科書に扱わ

れている内容を理解させるとともに，資料図を含め

て問題文をしっかり読み取る力，結果を読み取る力

を養わせる必要があり，高得点を取得させるには十

分な対応が必要である。

3．一般入試（二次・私大）

（1）全体の傾向

　出題分野は生物Ⅰが約47％，生物Ⅱが約53％

で，昨年同様生物Ⅱからの出題が多かった。選択分

野については，選択問題として出題した大学が約

22％，片方の分野のみを出題した大学が約26％，

両方の分野を必答問題として出題した大学が約

14％で，昨年度より選択問題として出題した大学

の割合が増加した。また，京都大や大阪大のように，

1つの大問の中に「進化」と「生態」の両分野が含

まれているものもあった。

　旧帝大などの難関大学では，昨年度はやや易化し

たが，今年度はやや難化し，一昨年に戻った感じで

ある。分野別では，昨年度も多かったが，今年度も

「遺伝子」が非常に多く出題され，生物Ⅱの出題の

約29％を占めた。特に，「遺伝子発現の調節」（出

題例4）が多く出題され，今後も遺伝子分野での出

題の主流になることが予想される。逆に，一昨年多

く出題された「iPS細胞」はほとんど出題されなく

なった。同様に，2009年，2010年に多く出題さ

れた新しい内容の出題が，昨年度に続き今年度も減

少した（なお，国公立大51大学での分析を行った）。
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問 　 （省略）1

出題例4

金沢大　Ⅲ
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（2）2012年度で注目される出題項目

　新教育課程の『生物』で扱われるようになる「細

胞骨格」（出題例5）が東京慈恵医大で，「ドメイン」

（出題例6）が大阪大で，また，『生物基礎』で扱わ

れるようになる「外来生物による影響」（出題例7）が

静岡大でそれぞれ出題された。

　今年度は，選択分野である「生物の集団」の出題

が多く，中でも個体群や遷移の出題が多くみられた。

また，光合成や視覚の問題も多く出題された。トピッ

クスとして取りあげられるような新しい目立った内

容の出題は少なかった。

（3）指導上のポイント

　生物Ⅱからの出題が多く，内容も多いので，生物

Ⅱにかなり多くの指導時間をあてるようにしたい。

高度な内容や「発展」からの出題もあるが，やはり

重要なのは基本的な内容をきちんと理解させること

であると思われる。また，発展的内容の指導には多

くの時間が必要となるため，どの内容をどこまで扱

うかが重要になる。特に遺伝子分野では，近年の入

試問題を十分に分析して，指導内容を判断し，あま

り深入りし過ぎないようにしたい。選択分野につい

出題例6

大阪大　 〔4〕

出題例5

東京慈恵医大　2

出題例7

静岡大　�

問 　～問 　　 （省略）1 4



ては，入試の現状から考えて，やはり，両分野とも

学習させておきたい。

　入試の鍵となるのは考察問題と論述問題である。

考察問題では，まず，じっくり考えさせて解かせ，

そのもとで問題を解くのに必要な知識や，与えられ

た図や表の解釈の仕方などをきちんと解説するよう

にしたい。論述問題は，添削指導を通して生徒の書

いた答案に対し，どこがどのように誤っているのか

を的確に指導するようにしたい。論述問題は大きく

得点差がつくところであるので，その十分な対策が

不可欠である。

4．新教育課程について

　新教育課程では，『生物基礎』 （2単位） と『生物』 （4

単位） となり， ほとんどの生徒が『生物基礎』を履修

することになる。また，3年後のセンター試験では，

 文系生のほとんどが『生物基礎』を受験することが

予想され，『生物基礎』の指導は最も重要になる。

（1）『生物基礎』の内容と指導上の留意点

　『生物基礎』では（1）生物と遺伝子，（2）生物

の体内環境の維持，（3）生物の多様性と生態系，の

3つの領域を扱う。（1）では，遺伝子と代謝の概要

を扱い，半保存的複製や翻訳のしくみ，呼吸や光合

成の詳しい経路については「発展」扱いとなる。（2）

では，ホルモンや免疫などを扱う。免疫では現行の

『生物Ⅱ』よりも詳しい内容まで扱われる。（3）では，

植物群落の遷移と分布，生態系の保全について扱う。

「植物群落」の用語が「植生」に，「植物群系」の用

語が「バイオーム」に変更された。

　啓林館『生物基礎』の教科書は208ページからな

り，これだけの分量を2単位で指導するのは時間的

に困難である。このため，センター試験で出題され

ない「発展」の内容を，生物基礎の授業ではあまり

触れないことが得策となるだろう。また，各項目の

ぺージ数は（1） 83ページ，（2） 58ページ，（3） 48

ページであるが，「発展」を除くと（1） ～ （3）の分

量には大きな差はない。したがって，指導の際には，

これら（1） ～ （3）を時間数なども含めて均等に扱う

ことが重要である。

（2）『生物』の内容と指導上の留意点

　『生物』は（1）生命現象と物質，（2）生殖と発

生，（3）生物の環境応答，（4）生態と環境，（5）

生物の進化と系統，の5つの項目からなり，現行の

『生物Ⅰ・Ⅱ』に含まれる内容のうち，『生物基礎』

に含まれない内容が扱われる。（1）では，代謝，遺

伝子の詳しい内容を扱う。（2）では，遺伝（独立の

法則，連鎖遺伝，伴性遺伝）を扱う。また，これま

で選択分野であった「（4）生態と環境」と「（5）

生物の進化と系統」は，どちらも必修となっている。

そして，新学習指導要領では，現行の学習指導要領

で頻繁に現れる「○○を平易に扱う」との表現が姿

を消したため，『生物』では，各分野の内容が現行

より深く扱われるようになる可能性が高い。

　このように，学習する分量も多く，内容も深くな

るため， 指導には多くの時間が必要となる。これを4

単位という限られた時間内で指導するためには，教

科書に掲載された内容，特に発展的な内容や新しい

内容等について十分に検討し，どの内容をどの程度

まで教えるかを吟味する必要があるだろう。そして，

 ある特定の分野に時間をかけ過ぎることなく，全分

野をバランスよく扱うことが重要となるだろう。
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■榊原　隆人（さかきばら　たかひと）

　授業では，高卒生・高3生のセンター講座からハ

イレベル講座，および医進クラスを担当。教材では，

高3通年テキスト，高2・高3講習テキスト，および

生物記述論述添削の作成を担当。模試では，全統記

述模試作成チーフを務め，名大入試オープンの作

成，全統マーク模試の作題を担当。

〒543-0052　大阪市天王寺区大道4-3 -25  TEL.06-6779-1531 FAX.06-6779-5011
〒113-0023　東京都文京区向丘2 - 3 - 1 0  TEL.03-3814-2151 FAX.03-3814-2159
〒003-0005　札幌市白石区東札幌5条2-6-1 TEL.011-842-8595 FAX.011-842-8594
〒461-0004　名古屋市東区葵1-4-34 双栄ビル2F TEL.052-935-2585 FAX.052-936-4541
〒732-0052　広島市東区光町1-7-11 広島CDビル5F TEL.082-261-7246 FAX.082-261-5400
〒810-0022　福岡市中央区薬院1-5-6 ハイヒルズビル5F TEL.092-725-6677 FAX.092-725-6680
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